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健康長寿に係るイチオシ事業 

八潮市 

～「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」～ 

(１) 取組の概要 

市民が気軽にできる健康づくりとして、平成３０年度から「埼玉県コバトン健康マイ

レージ」を開始した。これは、歩数計やスマートフォンアプリによって計測された歩数

等に応じてポイントが付与され、付与されたポイント数に応じて抽選で賞品が当たる事

業であり、平成３０年度は６８７人の申し込みがあった。 

令和元年度は、市民の更なる参加促進を図るため、「埼玉県コバトン健康マイレージ」

を拡充させ、事業名を「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」に改めて、埼玉県

のポイントに加え、八潮市独自のポイント（こまちゃんポイント）を設定した。これは、

市が実施する検診や講座・イベント等に参加することでポイントが付与され、一定のポ

イントに達した参加者に対し抽選を行い、市の特産品が当たる市独自の仕組みである。 

この新たな仕組みを導入したことで、一層の事業周知を図るとともに、事業参加者に

対しては、モチベーション維持と意識啓発のため、手紙などで健康づくり情報の提供を

行った。 

また、体力づくり講座等を開催し、積極的に健康づくりに取り組める機会を提供した。 

 

(２) 取組の契機 

(ア) 健康寿命を延ばす 

八潮市は、国保特定健診等の結果から、生活習慣病予備軍が多く、健康寿命は県平

均よりも短い傾向にある。そのため、市民が自身の健康を振り返り、自らの意思で生

活習慣を改善しようとする意識改革を期待し、平成２７年度から平成２９年度に健康

長寿埼玉モデル事業「やしお毎日１万歩運動」を実施した。その結果、参加者の健康

意識の向上など、一定の成果がみられた。 

そこで、平成３０年度はその成果を途切れさせることなく、「やしお毎日１万歩運

動」で得られたノウハウを活用できる「埼玉県コバトン健康マイレージ」へと展開し

た。 

さらに、令和元年度は、「埼玉県コバトン健康マイレージ」を拡充させ、八潮市独

自のポイント（こまちゃんポイント）を導入することで、ウォーキングだけではなく、

様々な面から健康づくりに取り組むきっかけを提供し、健康寿命延伸につながること

を期待した。 

 

(イ) 参加者の拡大及び若い世代へのアプローチ 

健康寿命延伸のためには、若い世代や健康無関心層を含めた幅広い年代の参加が求

められる。「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」は、年齢と住所以外の参加

条件はなく、いつでも気軽に取り組めるものであり、また、県のポイントと市のポイ

ントを貯めて、ダブルで賞品が当たる楽しみがあることから、参加者の更なる拡大や

若い世代へのアプローチが期待できると考えられた。 
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(ウ) 市が実施する検診や講座・イベントへの参加者拡大 

本市は検診受診率が低く、講座やイベントの参加者は固定している状況である。そ

のため、ウォーキングだけではなく、検診を受けたり講座に参加するなど、健康に関

する意識を高めて行動することがポイント付与につながる仕組みを取り入れること

で、検診受診率の向上や、講座等の参加者拡大につなげたいと考えた。 

 

(エ) 県が構築したシステムを活用 

市の独自ポイントの管理は、埼玉県が構築した県内共通のシステムを活用すること

ができたため、市が独自で管理することに比べ、事務処理負担の軽減が図られること

も取組の契機となった。 

 

 

(３) 内容 

事業名 八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ 

事業開始 
令和元年度 

（埼玉県コバトン健康マイレージは平成３０年度） 

事業概要 

 市の検診や講座、イベントへの参加等によりこまちゃんポイントが

付与され、付与されたこまちゃんポイント数が一定以上となった参加

者を対象に抽選を行う。抽選により当選する賞品は市内特産品や農産

物を活用する。 

  

 令和元年度 【参考】平成３０年度 

予 算 

１，４６９千円 

・需用費      ８０８千円 

（消耗品費、印刷製本費） 

・役務費       １６４千円 

（通信運搬費） 

・負担金       ４９７千円 

（埼玉県健康マイレージ事業負担金） 

１，７５２千円 

・需用費      １０９５千円 

（消耗品費、印刷製本費） 

・役務費       ３２７千円 

（通信運搬費） 

・負担金       ３３０千円 

（埼玉県健康マイレージ事業負担金） 

参加人数 

(申込者数) 

１０００人予定 

令和元年１２月２０日現在 

・申込者９３４人 

６８７人 

継続率 

Ｒ１年度継続者数 ６７８人…① 

Ｈ３０参加者数 ６８７人…② 

①／②≒９８．７％ 

― 

期 間 平成３１年４月～令和２年３月 平成３０年７月～平成３１年３月 

実施体制 

健康福祉部 健康増進課職員 

健康福祉部 国保年金課職員 

タブレット端末設置施設の職員 

健康福祉部 健康増進課職員 

健康福祉部 国保年金課職員 

タブレット端末設置施設の職員 



3 

 

(ア) 市民への参加促進（随時） 

市民へ事業参加を促すため、積極的な事業周知を図った。 

時期 取組の内容 

令和元年６月 ・市の広報、ホームページ、８４０メールにて周知開始。 

・市内公共機関へチラシ・ポスターの設置。 

・健康長寿サポーター宛に送付するこまちゃん通信に、市で作成

したオリジナルチラシを同封し郵送した（５５７通）。 

令和元年７月 ・平成３０年７月開始の「埼玉県コバトン健康マイレージ」に、

市独自のポイントおよび抽選の仕組みを加えた「八潮市ハッピ

ーこまちゃん健康マイレージ」を開始。 

令和元年１０月 ・ラジオ体操コラボイベント「認知症は予防できる」にてオリジ

ナルチラシの配布。 

平成３０年１１月 ・健康スポーツまつりにてオリジナルチラシの配布。 

随時 ・既存事業での周知活動。 

 

 

(イ) タブレット端末の設置（通年） 

歩数計による参加者向けに、歩数データを埼玉県コバトン健康マイレージ事務局に

送信するため、市内８箇所にタブレット端末を設置し、通年対応できる体制を整備し

た。 

 タブレット端末設置施設 

設置年度 平成３０年度 

設置数 市内８箇所 

場所 
保健センター、市役所、駅前出張所、やしお生涯楽習館、ゆまにて、 

文化スポーツセンター、資料館、八條図書館・公民館 

内容 

「健康マイレージ」の歩数計送信機能を有するタブレット端末※及び各

種講座やイベント案内のチラシ類の設置 

※送信者の個人データ（歩数、獲得ポイント、ランキングなど）を閲覧

ができる 
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(ウ) 健康情報の手紙を送付（随時） 

事業参加者に対して、モチベーションを高め、途中脱落者を防ぐことを目的に、健

康情報や今後のイベント等を載せた手紙を送付した。 

時期 送付者数 内容 

令和元年６月 ６２８人 ①「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」

に関する情報提供及び市で実施する各種イベン

ト等のお知らせ 

②健診受診状況や健康マイレージ事業に関するア

ンケート 

③健康マイレージのオリジナルチラシ 

令和２年１月 ８００人 ①健康情報（インフルエンザ予防、こころの健康

講座の案内） 

②こまちゃんポイント抽選のお知らせ 

③防犯サポーター募集 

④栄養講座レシピと講座のおさらい 

 

(エ) 各種講座の実施（令和元年６月～１２月） 

日々の健康づくりに役立てるよう、健康マイレージ参加者へ各種講座開催の周知を

行った。 

講座 日にち 講師 内容 参加者数 

体力づくり講座１ 

筋トレ講座 
６月２３日（日） 

健康福祉村 

西沢敬二 

筋トレの実技指

導 
９６人 

体力づくり講座２ 

ウォーキング講座 
９月１７日（火） 

健康福祉村 

西沢敬二 

ウォーキングの

実技指導 
４１人 

生活習慣病予防講

座 
１０月２０日（日） 

八潮整形外科内科 

院長 

杉山 誠一 

「膝の痛み・腰

の痛み」の講話

と健康長寿サポ

ーター養成講座 

１２７人 

体力づくり講座３ 

栄養講座 
１２月１５日（日） 

管理栄養士 

秋元有子 

栄養に関する試

食※と講話 
３５人 

※体力づくり講座３栄養講座の試食は、食生活改善推進員が調理した。 

 

 

(４) 取組の効果 

(ア) 生活習慣病の予防効果を期待 

日常的に「歩く」などの軽度な運動をすることは、生活習慣病の予防効果があると

考えられる。また、各種講座や健康情報の提供はヘルスリテラシーを身につけ、自ら

規則正しい生活や生活習慣病予防に取り組む行動変容につながることが期待される。 

「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」では、楽しみながら継続して健康づ

くりに取り組むことで、生活習慣病予防効果を期待する。 
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(イ) 仲間とともに行うことで、健康づくりのモチベーション維持の効果を期待 

健康情報の送付や各種講座の開催では、仲間がいることを実感できるよう内容を工

夫し、健康づくりの合言葉「楽しく」「無理せず」「仲間とともに」「身近なところ

で」「継続して」を繰り返し伝えた。講座参加者やタブレット端末利用者からは「手

紙が届いたよ」などの声かけをいただき、モチベーション維持の効果につながったと

考える。 

 

(ウ) 地方自治体にとっての効果 

「八潮市ハッピーこまちゃん健康マイレージ」では他の健康づくり事業と同様に６

０～７０歳代の参加者が多いものの、２０～４０歳代の参加者の割合も全体の２割程

度と比較的多い状況である。参加者の拡大及び若い世代の参加促進により、健康づく

りの取組が市民に広がることで、健康寿命の延伸及び医療費抑制効果を期待したい。 

 

 

(５) 成功の要因、創意工夫した点 

(ア) 参加者の取組を後押しする支援 

①参加者が「個人」で取り組める健康づくりの支援 

・各種講座や健康情報の内容は、参加者が日常的に実践できる内容とした。 

・「健康マイレージ」は、送信用タブレットやスマホ、ＰＣなどでこれまでの歩数デ

ータ等を参加者自身でアクセスでき、個人の取組成果を確認できる仕組みとしてい

る。 

 

②参加者が「仲間とともに」参加していると実感できる支援 

・健康情報にチームランキングを載せる等「仲間」を意識した情報提供を実施した。 

・各種講座にて、健康づくりの合言葉を「楽しく」「無理せず」「仲間とともに」「身

近なところで」「継続して」を繰り返し伝えた。 

 

(イ) 参加者へのアンケートの実施 

「ハッピーこまちゃん健康マイレージ」では、参加者の情報収集や事業に関する意

見を聴取するため、令和元年７月１日から１２月２４日の期間でアンケートを行っ

た。多くの参加者から提出してもらえるよう、アンケートの提出で市の独自ポイント

を付与し、付与するポイント数も高く設定した。その結果、アンケートの提出者は   

２５７人であり、アンケートに寄せられた意見を参考に、事業の効果的な実施につい

て検討していきたい。 

 

(ウ) 八潮市商工会との連携 

「ハッピーこまちゃん健康マイレージ」の抽選で当たる賞品は、市の特産品である。

この特産品を賞品にするにあたり、八潮市商工会に協力していただき、各店舗の方々

とパイプをつないでいただいた。通常であれば、同じフィールドで関わることがない

分野の方々に、事業へのご理解・ご協力をいただけたことは、健康づくりの輪を広げ

る一助となった。 
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(エ) 健康長寿サポーターとのコラボ事業 

「生活習慣病予防講座」にて、健康長寿サポーター養成講座を同時開催し、健康長

寿サポーターになる機会を設けた。 

健康長寿サポーターには、こまちゃん通信と題して、年２回健康情報を送付してお

り、サポーターを応援できるよう、送付時期や内容を工夫した。 

なお、令和元年１２月現在、人口９２，１１２人に対しサポーター養成数１，０４

６人であり（人口当たり１００人に１人要請した場合の人数に対する割合は１１３．

６％）、スーパー健康長寿サポーターの認定者は３人である。 

 

(６) 課題、今後の取組 

(ア) 生活習慣病の予防効果や医療費抑制効果の検証 

「ハッピーこまちゃん健康マイレージ」では、事業実施前後のデータを取っていな

いため、事業に関して数値での効果検証はできないが、県主体で埼玉県立大学協力の

下、分析・評価を実施する予定であるため、その結果を事業に反映させていきたい。 

 

(イ) 参加者拡大とモチベーション維持のサポートについて 

健康づくりの輪が拡大することで、健康無関心層や若い世代の参加者を獲得できる

可能性が広がることから、今後も周知活動に力を入れたい。また、モチベーション維

持のサポートを継続し、通知類や各種講座の企画で、健康づくりの意識が深まるよう

サポートしたい。 


